





















































































































考する凶、防備に関する論述も内外の史料に基き詳論されている。然るに防備に当れる諸藩の動向に就いての詳論は少ない様に思考する心故に文政三年十二月 会津藩の相州に於ける江戸湾防備解任後の後継者である川越審に就いて、文政五年五月のサラセン号、並びに天保八年六月のモリソン号来航の際に於ける同審の防備に就いて 察す 至った。
弦に文政五年並び早天保八年の再度を特に取扱うに至った訳
は、前後間 於 我が国の外国船取扱上に大なる相違が存したる故である。即ち前者に於いては、向、寛政三年九丹 外国船取扱の粍・文化三年正月のそれに基く防備時代で一切り喝後者は文政八年二月の無二念打払 基く防備時代であって、防備担当 警衛上にも相違があったのではないかと考一似たから ある。
文化度より相州警衛を担当せる会津藩は、文政一一句十二月を以














































































































場被仰付候節、両家領分 場最寄 而村々御引替被下上知村々之分御預所被仰付候由：：：」と防備と言う共通条件の先例を引出し 川越藩も上地村々は預地
K
してほし
いと願って居り、且つつ：：・御預所江者、口米・永被下由、左様之義ュも候得者、右日米 永者請取不申上納仕、都而取扱之義者何連・茂御差図之通取計：： 」と、唯預地とならん事のみの要望をしている。じか 川越藩は終に預地を聞き入れられなかった。会津松一千家譜


































事は明かである唱しかしな ら川越藩 財政は必ずしも健全 保
＠ 


















































































































































文政四年四月十三日加藤金助其方義物頭被仰 粗御預被成候、入念可相勤 、御役勤之内百五拾石高、相州勝手被仰付候段、被仰向候加藤金助襲、相州勝手物頭被仰付 － 付 左之趣可被申聞事
一、当御時節之鏡、差支茂可有之品付、相応之御手当金被

































行へ渡した帳面に「：：：総人数三百五拾七人：；：」とあり、岡田町在奉行へ渡した帳面 、夫人は、「：：：弐百四拾七人と申達候処、減有之、弐百三拾弐人ニ相成候：：：」とあ から、差引百二十五人が兵員として非常の際相州に赴いたものと思考する。此等の人選に当っては、既に前項註① 掲げた如く、面々に対して若干の支度金を与えて居る。然るに其の額は前項に於いて既 寸言した如く、藩財政の窮乏から充分 与えられなかった。
右の兵員が国元より相州の防備箇所に出張するに際しては、防
備に必要の兵器等を持参せねばならなかった。其の主 物 次如き物である。（文政四年四月より五月 わたり用意する様命ぜられたる中より表に作製す。）
人のす せ 者と 此 飼米
馬たる先らの大等 料 続
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、集らの とちには斗 拾 拾 拾
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て のてを薬が留皮③ 半 極並 参参糠



































岡 田 右江盛 ＊ 村辺忠谷兼 八本山衛組組、貞三川 郎
玄忠門門三官 右郎 右喜 達相内之組兵 官衛組甚 衛













































































































































































































































































































































































越藩は相州に領地を得、其処を根拠として防備を行なったのであるが、文政五年八月、町在奉行が、「海岸付村々之者共、自然御い ハ 動 針 －
r
除 、 ．
J r b b
動骨＝件、円加わ和泊附蒼肌町候様 差配之者共上














が出来た事は、結果 於いて川越藩 経済的負担を軽減する事ができた。従って天文方御書物奉行高橋作左衛門景保の上申書、並びに文政八年二月十八日の無二念打払令が目指す所は達成し得たのである。しかし其れは単なる偶然の成功であり、一時的なものであった。即ち天保度よりの洋式兵器 採用・操練にもかかわらず、嘉永年間の米使の前に脆くも屈した一例も以 てしても明かで あ る 。
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